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1、 はじめに 

本工事は、立谷沢川水系砂防工事の一環として、立谷沢川において土石流から人家及び道路を保全

することを目的とする除石工事を施工するものである。 

今回の工事施工にあたり、工事内容がバックホウによる積込作業及び大型ダンプトラックによる長

距離運搬作業がメイン工事となる事から、それらに対する安全対策のちょっとした工夫について述べ

るものである。 

 

1-1、 工事概要 

 除石は六淵砂防堰堤に堆積した土砂を撤去するもので、その土砂は他工事等に有効活用される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

 

 

 

 

 

土砂積込作業状況 

運搬経路Ａ 

運搬距離＝43ｋｍ 

運搬土量＝11,700m3 

施工場所 

運搬場所Ａ 

運搬場所Ｂ 

運搬経路Ｂ 

運搬距離＝2ｋｍ 

運搬土量＝7,900m3 

工期 平成 24 年 9 月 19 日～平成 25 年 1 月 15 日 
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2、当現場における工夫について 

本工事を施工するに当り、工事着手前に社内的に現場検討会を開催し、みんなの意見を取り入れな

がら施工計画の作成に着手しました。 

本工事における主作業内容が大型ダンプによる土砂を運搬する作業であることから、以下の項目に

重点を置き、以下の対策を実施しました。 

（1）、土砂運搬路における危険予知などによる安全対策 

               危険予知マップの作成。 

（2）、工事用車両との合図方法 

               誘導員の工夫。 

（3）、出水時に対する安全対策等 

                立谷沢川流域安全協議会の連携。 

3、安全対策の具体策について 

3-（1）.危険予知マップの作成 

 施工に先立ち、運搬経路の事前調査を入念に行い、地元住民の声も取り入れながら、危険個所をあ

らかじめピックアップし、危険予知マップを作成しました。 

作成した危険予知マップは、大型ダンプの新規入場の際、工事概要その他新規入場者教育の中に取

り入れ、運搬経路の危険個所を十分認識してもらい、作業に従事してもらいました。 

又、ちょっとした工夫として、マップの中に緊急時の連絡場所を記載し、トラックに携帯する事によ

り、緊急時に慌てる事無く素早く連絡できるように指導しました。 

 

 

 

 

 

 

 

                                  作成するに当り、着目し

た点として、運搬距離が長

い事から、道路工事箇所が

多い事や、通学者及び老人

の歩行者の多い場所をあ

らかじめ地元住民から聞

き入れながら、目と耳で作

成しました。 
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3-（2）.誘導員の工夫 

 

 作業手順書作成時に、誘導員の配置について、重機オペレーター・大型ダンプの運転手・作業員を

含めた全作業員で検討した結果、作業場所が広く重機同士も混在しない事により、誘導員を配置する

事によって、かえって危険を誘発する事から、今回の現場に限って、誘導員は配置せず全体の把握は、

監視員により管理した。 

 土砂積込時の大型ダンプの誘導についても、バックホウと大型ダンプの間に誘導員は配置せず、バ

ックホウのオペレーターが誘導した。 

その際、大型ダンプの運転手は運転席の窓より顔を出し、バックホウの運転手の顔を見てバックする

事により、目と目で合図を合言葉に実施することにより、音での合図による誤動作をなくする事がで

きました。 

 

 

                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

3-（3）. 立谷沢川流域安全協議会の連携 

 

 出水時に対する安全対策として、現場内では通常の雨量計や水位標にて管理していますが、立谷沢

流域には安全協議会が設立されており、当現場の上流域には 5 つの現場が施工している事から、災害

が発生した場合は、安全協議会に連絡が入り、下流域に連絡されます。又、緊急の場合は直接下流側

の現場に連絡がいくように、運搬路やその他の情報交換をできるように連携体制を整えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

『目と目で合図』

『誘導員は配置しない』 

（安全協議会による定例会議）
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4、その他の工夫 

 

 4-1. 安全衛生管理に対する意識向上の工夫 

朝の朝礼時に全作業員において、アルコールテスターにて前日のアルコール濃度チェックをす

る事により、交通法令規則の遵守及び通勤時災害や体調管理対策を目的とし、各自が自覚し飲酒

することを目的とし実施しました。（写真―1） 

 

4-2. 運搬路に近接する住民への配慮 

大型ダンプによる土砂運搬作業がメインの工事であり、集落内地域住民からの苦情等が想定さ

れた為、気軽に意見を出していただけるような配慮をすべきと考え、過去の現場実績でも成果の

あった意見箱を設置しました。 

又、建設業のイメージアップとして、仮設トイレを常にきれいに使用し、一般の人にも開放す

ることにしました。 

結果、これまで、現場事務所に道を聞きに来た旅行客、近くで脱輪した人が救助を求めに、他

現場作業員の人がトイレを借りにこられました。（写真―2） 

 

アルコール濃度チェック              仮設トイレの一般開放 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真―1）                 （写真―2） 

5、終わりに 

 本工事においては、工事に携わる労働者及び地区民の安全を第一に考え、様々な観点から「どうい

った対策が適しているか」を十分検討しながら施工を進めてきました。 

 又、今までの自分の経験を生かしながら、工事に対する最善の策を竣工するまで努力していくこと、

またその姿勢の大切さを再認識できた工事でした。 

最後に、この論文を書いて感じた事は、作業を進めていく中で、安全管理・工程管理・品質管理は

当然の事で、その他常に『創意工夫』を視野に入れながら、切磋琢磨の精神で望んでいく所存です。 

仮設トイレ
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発注者　　　新庄河川事務所
施工者　　　株式会社　新庄・鈴木・柴田組
工事名　　　角川流域鍋嶽沢砂防堰堤工事用道路工事
発表者　　　現場代理人　山科　政幸

１．はじめに

　本工事は、最上川水系砂防工事の一環として、土石流から人家及び道路を保全することを
目的とした砂防堰堤を建設するための工事用道路を造成する工事です。今年度工事では、昨
年度未施工となった工事用道路盛土工の他に、本郷不動沢工区の砂防堰堤工事が追加され、
施工箇所が２つになりました。ここでは、私達が行った安全管理について報告します。

工事概要
工事場所　　戸沢村大字角川字中沢地内・本郷地内
工　期　　　平成24年3月15日～平成25年1月11日

工事内容　
<鍋嶽沢>　工事用道路　L=187.0m
　　　　　道路土工　1式　法面工　1式 擁壁工 1式 排水構造物工 1式　仮設工　1式
<本郷不動沢>　砂防土工　1式　法面工 1式 コンクリート堰堤工 1式　
　　　　　　　砂防堰堤付属物設置工 1式 構造物撤去工 1式 仮設工　1式

　　

2．現場の特徴について

　当現場の大きな特徴は、いずれも施工箇所背面に山を抱えていることです。

　　　　

安全管理について

施工箇所

図-1　鍋嶽沢平面図

 

図-2　本郷不動沢平面図

施工箇所

写真-1　<鍋嶽沢>地山状況(掘削完了時) 写真-2　<本郷不動沢>土砂崩れ発生
( )
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　写真-1は、鍋嶽沢工区の掘削完了後の地山の状況を撮影したものです。施工する切土法面勾
勾配は1:0.5と急勾配であり、雨や風の影響を受けると、落石や地山の崩壊・土砂崩れなど、
自然災害の起きやすい環境にあると言えます。
　写真-2は、本郷不動沢工区において、土砂崩れが発生し道路を塞いでしまった状況です。
こちらも鍋嶽沢工区同様、地形的に厳しい環境にあり、今回施工する砂防堰堤においては、沢
側を背にする為、土石流の警戒も必要とされます。また、村道、民家が隣接しており、地域・
住民への影響も考えなくてはいけません。
これらのことを踏まえて、当現場ではどのような対策を講じるべきか検討してみました。

３．安全対策について

　鍋嶽沢工区においては、法面施工前の安全対策として、地山の点検、施工中の地山の監視の
他に、雨や風の影響をできるだけ軽減しようとブルーシートを張りました。(写真-3)
　しかし、切土法面の表面は風化した泥岩・礫質土が多く、凹凸の大きい箇所が何箇所か見受
けられ、肌落ちが目立ち、施工に支障となる箇所がありました。その箇所においては、ブルー
シートでの養生ではなく、モルタル吹付(厚さ5㎝)を行い、法面を保護しました。
(写真-4-1、4-2)モルタル吹付を行うことで、肌落ちは抑えられ、次の工程に支障のなく、
且つ、安全に施工することができました。

　次に、法面作業中の安全対策として行った事をいくつか紹介します。施工箇所の斜面上方
には極少ではあるが落石の跡が確認されたため、法肩にオレンジ色の防護ネットを設置しま
した。(写真-5)オレンジ色にした理由として、｢景観になじまない。｣と思われますが、オレ
ンジ色が際立って目立つことにより、目線が自然とネットに向き、落石等の有無、ネットの
異状の有無がわかりやすくなるからです。実際、落下物は確認されず、スムーズに作業する
ことができました。

写真-3　<鍋嶽沢>ブルーシートによる法面保護 写真-4-1　<鍋嶽沢>モルタル吹付による法面
　　　　保護　(モルタル吹付状況)

写真-5　<鍋嶽沢>　落石防止ネット設置写真-4-2　<鍋嶽沢>モルタル吹付による法面
　　　　　　保護　(モルタル吹付完了)
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　写真6-1は、1:0.5と急峻な法面で、且つ凹凸の激しい箇所での作業している写真です。ここ
では、親綱と併用して、安全帯にセーフティーブロックというものを使用しました。これは、
法面作業時に、足を踏み外して落下し、親綱についているロリップが効かなかった。という事
態になった時に、セーフティーブロックが作動し、巻きとりワイヤーがロックされることによ
り、作業員の転落を阻止できます。

　また、写真-7-2の様に親綱の摺れによる破断、作業員の落下防止対策として単管パイプと親
綱の接触部の摩耗による劣化促進を防止するため、親綱に「ロープ用保護カバー」を取付けて
工夫しました。
　このほか、資材を足に落としたり、落石により足を挟む、痛めるなどの足元に係る危険性が
多く潜んでいる為、足甲部を保護する目的で切傷、打撲、衝撃防止対策として、作業員に「甲
プロテクター」を着用させて作業に当たらせ、安全確保を図りました。

写真-7-1　<鍋嶽沢>　法面作業状況 写真-7-2　<鍋嶽沢>　ロープ用保護カバーの設置

写真-7-3　<鍋嶽沢>　甲プロテクターの着用

写真-6-1　<鍋嶽沢>　ｾｰﾌﾃｨｰﾌﾞﾛｯｸの設置 写真-6-2　ｾｰﾌﾃｨｰﾌﾞﾛｯｸ(拡大)

写真-7-4　甲プロテクター(拡大)
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　本郷不動沢工区においては、土石流が発生した場合、感知し警報が鳴ることで、私達に知ら
せてくれるという土石流警報器を設置しました。

　この器材の設置にあたり、まず避難訓練を行います。これは、実際土石流が発生した場合を
想定し行うわけですが、ここでは、避難を始めてから避難場所に着くまでの秒数を計測します。
これより、土石流の流速(推定)を考慮し、土石流警報器のセンサーケーブルをどの位置に設置
するか決定します。今回、堰堤本体左岸側に避難場所を設置し避難訓練を行ったところ、29秒
でした。土石流の流速を3.48m/s(推定)として計算すると、約100m地点に設置することになり
ます。実際には、施工箇所上流部の沢、地山の状態等を調査した結果も含めて、土石流警報器
のセンサーケーブルの位置は、施工箇所上流部へ100mのばした後、100m～150mの間で沢を縫う
ように設置し、そのいずれの箇所においてもケーブル切断によるセンサー感知が可能な状態に
しました。(図-3)

　土石流警報器を設置することで、私達施工業者はもちろん、地域住民の方にも知らせる
ことができ、安全が確保されます。

４．おわりに
　今回の工事では、鍋嶽沢工区の法面保護、施工過程で注意・警戒・対策のできる安全管理の
他に、本郷不動沢工区の土石流警報器の設置のような、施工過程ではなく、予期せぬ突発性の
あるものに対しての安全管理と幅広く行いました。この工事を通じて、改めて安全管理の重大
さ、必要性を強く感じました。これからの工事においても、安全管理を怠らず、徹底して取組
たいと思います。

図-3　土石流警報器配置図

写真-3　<本郷不動沢>　ｾﾝｻｰｹｰﾌﾞﾙ設置 写真-4　<本郷不動沢>　土石流警報器設置
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地味で必然的な安全対策 

 

 

発注者  新庄河川事務所 

施工者  株式会社 新庄・鈴木・柴田組 

工事名  角川銅山川流域砂防工事用道路補修工事 

発表者  ○現場代理人  池田 一政 

           主任技術者  齋藤 健次 

 

１．はじめに 

   本工事は、角川・銅山川流域砂防管内の砂防施設及び工事用道路の整備等を行うものである。 

本文では、この現場で実施している安全対策について報告します。 

 

２．工事概要 

  工事場所  山形県最上郡戸沢村・大蔵村地内 

  工事内容  道路土工  掘削工        1 式     排水構造物工    側溝工      1 式 

              盛土工      1 式     構造物撤去工                1 式 

              法面整形工    1 式     仮設工             1 式 

 法面工   かご工      1 式    応急処理工          1 式 

植生工       1 式 

 

３．施工中の安全対策 

 

安全対策① 陸上移動通信システムを利用した連絡手段の確保 

 ・施工箇所となる砂防施設や工事用道路は山間地である事から、携帯電話の電波が圏外となる事に

加え、応急処理工の指示作業が生じた場合にも受信エリア圏外に出動する事が想定された為、緊

急時の連絡手段を確保する必要があった。そこで、最上地域振興用陸上移動通信システムに利用

(加入)申請し、無線通信での連絡手段を確保した。 
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○車載型無線機…現場用として工事車両に搭載（下写真） 

 

 

 

 

 

 

○可搬型無線機…事務所用として本社に配置（下写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全対策② 危険注意箇所の「ヒヤリマップ」を作成・活用した工事用道路通行時の危険周知 

 ・工事用道路は、急峻地で道路沿いは急な斜面に覆われ、落石の危険箇所や降雨時の斜面からの流 

水箇所があるほか、工事用道路に沿うように流れる河川に対しても急な斜面となっており、通行 

時の危険箇所の周知徹底が課題となった。そのため、現場着工時に現場踏査により危険箇所を抽 

出し、平面図にマーキングして「危険箇所マップ」を作成した。作成したマップを工事関係者へ 

ミーティング時に周知したほか、現地の危険箇所には注意喚起の立看板を設置した。また、工事 

用道路の起点部に「ヒヤリマップ」として掲示して、第三者に対しても配慮した。 

            【注意喚起看板】               【待避所マップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ミーティングによる周知】→ 
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安全対策③ 「待避所マップ」を作成・活用した工事用道路通工事の交通事故防止 

 ・工事用道路は標準幅員が 3ｍ程度と狭く、施工箇所までは全長約 3 ㎞の距離があるなか、施工中 

の工事車両通行において、上り車両と下り車両のすれ違いが不可能で、接触事故の発生や運搬作 

業の不順が懸念された。現地踏査により、必要な広さが確保できる拡幅部を待避所として設定し、 

工事関係者のみならず一般通行車両も把握出来るように、看板を設置して明確にし、その位置を 

平面図に表して「待避所マップ」を作成して周知を図り、工事用道路内の事故防止に繋げた。 

            【待避所看板】                 【待避所マップ】 

 

 

 

 

 

 

 

 安全対策④ 工事説明書・工事のお知らせ回覧板による地域への工事情報伝達と協力要請 

 ・工事で通行する林道及び工事用道路は、多目的で地域住民が利用する他、一部民地となっている

部分もあり、一般者の通行には十分な配慮が必須となった。工事着手前には、工事説明書を作成

して地区長宅を訪問し、工事内容や工事期間等を伝達し、地区全戸には、工事のお知らせ文を回

覧板で通知して周知を図った。 

【地区長への工事説明書配布】     【工事説明書】      【工事お知らせ回覧板】 

 

 

 

 

 

 

 

安全対策⑤ 近隣地域に現場広報誌を配布し工事状況を広報したコミュニケーション 

 ・工事状況や協力要請が必要な事項などをＡ３用紙にまとめて広報誌を作成し、工事箇所の近隣地

域に配布し、工事状況や伝達したい情報を広報する事で、工事用道路の利用時の安全確保や現場

と地域のコミュニケーションを図った。 
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安全対策⑥ 熱中症対策（体調チェック表を活用や避暑地設置等） 

 ・昨年は、日本の広範囲を襲った記録的な猛暑で、 

全国的に熱中症に関するニュースが大変多く、 

建設業でも熱中症による死者が例年より増加した 

との情報もあり、熱中症予防対策の体調チェック 

表を作成・活用して、午前の作業開始前と午後の 

作業開始前の 2 回、作業員の体調をチェックした。 

 

 ・作業箇所は現場事務所及び休憩所のハウスからは、数㎞程離れており、休憩時間に暑さを避ける

場所が無い為、作業箇所に簡易的に避暑地を設置して、冷水・塩飴・梅漬け等を常備して、熱中

症の対策として作業環境を改善した。 

           【避暑地の設置】       【冷水・塩飴・梅漬けの備付け】 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．おわりに 

   本工事は、特殊な工事でなければ、多様な工種がある工事でもなく、むしろ単純な工事かもし

れません。しかし、単純な工事でも、その現場環境や現場条件等の制約により作業が複雑化し、

施工性や安全性などの様相が一遍します。また、本工事の序盤は応急処理作業が多く、日々、作

業箇所が変化するものでした。常に『安全優先』の意識の基に、小さな事からひとつずつ、改善・

改良を尽くして最良の作業環境をつくりたいと再認識しているところです。 

   また、現場に従事する作業員からも自発的な姿がより多く確認されるように、安全教育・訓練

の充実もひとつの課題となっていると思います。 

工事を完成して振り返ると、十分な安全対策を講じられた点、または不十分だったと反省する

点と、さまざま浮かび挙がってきますが、それは次回への課題として検討し、更なる安全確保の

充実に繋げていきたいと思っております。 

  何事に取り組むにしても、安全意識を持つ雰囲気づくり、またそれを持続させることを大切にし

て、今後も精進していきたいと思います。 
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